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　(ii)　p>0 のとき
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　　を満たすものとする。
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　　わち  h=a で最大となる。U +1 2p >0 であるから，このとき y も最大となる。

　　よって，y は h=a 0 1
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　(iii)　p<0 のとき

　　加法定理 cos 0 1+h b =coshcosb -sinhsinb  を用いると
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　　と表すことができる。ただし，b は
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　t　(ⅲ)　p<0 のとき

　　加法定理 sin 0 1-h b =sinhcosb -coshsinb  を用いると
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　　と表すことができる。ただし，b は
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